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１７．相関係数と偏相関係数

ピアソンの積率相関係数17.1
量的変数相互の関連を見るには、ピアソンの積率相関係数を使います。

標準的な書式は、

corr 変数名1 with 変数名2.

with with withの前後を変数リストにすることもできます その場合 の前にある各変数と。 、 、

の後にある各変数との相関係数が計算されます。

また、次のような書式もよく使われます。

corr 変数名1 変数名2 変数名3.

このように、 を使わずに変数リストをつけると、リストに挙がった変数相互の相関with
係数マトリックスが計算されます。

例１ と の相関係数を計算する。v24g v24h

corr v24g with v24h.

例２ から までの相関係数マトリックスを計算する。v24c v24h

corr v24c to v24h.

例１と例２の出力結果については次頁を参照。

偏相関係数17.2
いくつかの変数をコントロールした場合の２つの変数間の関連を見るためには、偏相関

係数を使います。

標準的な書式は、

partial corr 変数名1 変数名2 by 変数名3.

ここで の後にくる変数名 が統制変数となります。by 3
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